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参
加
者
を
代
表
し
て
平
泰
雅
さ
ん
、
柏

木
珠
李
さ
ん
が
壇
上
に
立
ち
、
両
親
へ
の

感
謝
と
二
十
歳
の
抱
負
を
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
上
映
さ
れ
る
と
、
大
き
な
拍

手
が
起
こ
り
会
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に
。

さ
ら
に
実
行
委
員
企
画
の
「
伊
佐
市
ク
イ

ズ
・
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
で
は
、
イ
ー
サ

キ
ン
グ
が
登
場
し
軽
快
な
ト
ー
ク
で
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
も
会
場
の
外
で
は
、
旧
友

と
の
再
会
を
喜
び
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
の
参

加
者
が
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
、
晴
れ
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う

 　

二は

た

ち

十
歳

　

１
月
３
日
に
伊
佐
市
文
化
会
館
で
「
二
十
歳
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
１
６
４

人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
人
と
し
て
の
自
覚

を
胸
に
、
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
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※
民
法
改
正
で
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

　

げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、今
年
か
ら「
成

　

人
式
」
か
ら
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
と
名

　

称
が
変
更
さ
れ
、
従
来
通
り
20
歳
の
伊
佐

　

市
居
住
者
と
出
身
者
を
対
象
に
式
典
を
開

　

催
し
ま
し
た
。

※
入
館
時
の
検
温
・
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
な

　

ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
徹
底
し

　

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

※撮影のときのみマスクを外しています

平成 14年度（2002.04.02 ～ 2003.04.01）

生まれのみなさん

・・ソルトレイクシティオリンピックが開幕

・・FIFA 日韓ワールドカップが開幕

・・多摩川にアゴヒゲアザラシのタマちゃんが出現

・・小柴昌俊氏・田中耕一氏がノーベル賞を受賞

【生まれた年の主な出来事】

【対象者】
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令
和
５
年
表
彰

● 

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

● 

鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支
部

　

長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

猩
々
英
樹
（
第
５
分
団
分
団
長
）

池
松
宏
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

蓑
田
稔
（
第
１
分
団
班
長
）

浦
崎
修
（
第
10
分
団
班
長
）

日
當
瀨
大
佑
（
第
１
分
団
団
員
）

波
多
野
達
郎
（
第
２
分
団
団
員
）

竪
山
貴
文
（
第
２
分
団
団
員
）

永
里
和
也
（
第
３
分
団
団
員
）

崎
山
秀
吉
（
第
５
分
団
団
員
）

大
久
保
忍
（
第
６
分
団
団
員
）

加
藤
英
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

岩
下
昌
弘
（
第
９
分
団
団
員
）

福
田
昌
和
（
第
13
分
団
団
員
）

● 

市
長
表
彰

消
防
団
員
協
力
事
業
所

大
口
緒
方
工
業　

株
式
会
社

医
療
法
人
慈
和
会　

大
口
病
院

株
式
会
社　

南
電
工

退
任
消
防
後
援
会
長

久
保
陸
生
（
第
７
分
団
）

30
年
勤
続
章

坂
元
裕
二
（
第
８
分
団
分
団
長
）

春
口
厚
志
（
第
11
分
団
副
分
団
長
）

外
山
哲
朗
（
第
９
分
団
団
員
）

山
之
上
茂
（
第
９
分
団
団
員
）

25
年
勤
続
章

高
松
賢
一
郎
（
第
１
分
団
班
長
）

中
山
浩
近
（
第
３
分
団
団
員
）

内
村
武
人
（
第
５
分
団
団
員
）

平
江
久
人
（
第
７
分
団
団
員
）

川
村
浩
樹
（
第
12
分
団
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

田
辺
卓
司
（
第
２
分
団
団
員
）

有
留
宗
徳
（
第
３
分
団
団
員
）

満
園
健
三
（
第
３
分
団
団
員
）

内
村
清
重
（
第
５
分
団
団
員
）

15
年
勤
続
章

蓑
田
稔
（
第
１
分
団
班
長
）

山
本
建
一
（
第
５
分
団
班
長
）

日
當
瀨
大
佑
（
第
１
分
団
団
員
）

田
之
上
和
美
（
第
３
分
団
団
員
）

竹
下
岩
雄
（
第
５
分
団
団
員
）

平
出
水
学
（
第
６
分
団
団
員
）

山
口
伝
児
（
第
７
分
団
団
員
）

岩
下
昌
弘
（
第
９
分
団
団
員
）

福
田
昌
和
（
第
13
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

吉
松
伸
彦
（
第
10
分
団
班
長
）

市
原
巧
樹
（
第
１
分
団
団
員
）

藤
井
伸
也
（
第
１
分
団
団
員
）

大
塚
享
（
第
２
分
団
団
員
）

鶴
田
浩
三
（
第
４
分
団
団
員
）

間
宮
貴
裕
（
第
７
分
団
団
員
）

● 

団
長
表
彰

５
年
勤
続
章

中
山
孝
之
輔
（
第
１
分
団
団
員
）

山
下
誠
（
第
２
分
団
団
員
）

上
水
流
飛
鳥
（
第
２
分
団
団
員
）

濵
川
智
弘
（
第
２
分
団
団
員
）

池
田
優
介
（
第
２
分
団
団
員
）

福
留
峻
（
第
４
分
団
団
員
）

井
立
田
裕
也
（
第
５
分
団
団
員
）

　１月８日、伊佐市陸上競技場で消防出初式が開催されました。

消
防
団
活
動
に
功
績
が
あ
っ
た
団
員
・
家
族
等
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

伊佐市消防出初式
令和５年
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原
田
侑
弥
（
第
５
分
団
団
員
）

祝
迫
和
希
（
第
６
分
団
団
員
）

大
塚
聡
司
（
第
６
分
団
団
員
）

上
野
佑
太
（
第
８
分
団
団
員
）

大
迫
直
樹
（
第
８
分
団
団
員
）

生
駒
圭
祐
（
第
８
分
団
団
員
）

山
元
大
（
第
11
分
団
団
員
）

上
田
健
斗
（
第
12
分
団
団
員
）

池
田
秋
男
（
第
15
分
団
団
員
）

中
園
陸
人
（
第
17
分
団
団
員
）

成
政
美
由
紀
（
女
性
分
団
団
員
）

山
口
由
貴
（
女
性
分
団
団
員
）

千
鳥
恋
（
女
性
分
団
団
員
）

山
崎
夕
真
（
女
性
分
団
団
員
）

　

令
和
４
年
表
彰

● 

九
州
地
方
整
備
局
長
表
彰

伊
佐
市
消
防
団

● 

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

● 

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

精
績
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

勤
続
章

（30
年
勤
続
章
）

小
倉
大
作
（
第
１
分
団
分
団
長
）

平
嶺
富
士
夫
（
第
14
分
団
分
団
長
）

下
原
和
幸
（
第
３
分
団
団
員
）

住
吉
真
人
（
第
７
分
団
団
員
）

● 
県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

児
島
和
敏
（
第
10
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

上
之
原
剛
（
第
３
分
団
班
長
）

※
階
級
は
令
和
３
年
度
の
も
の
で
す

令和４年度　全国統一防火標語

お出かけは　マスク戸締　火の用心

森
下
飛
雄
馬
（
第
４
分
団
班
長
）

大
塚
哲
男
（
第
16
分
団
班
長
）

溝
口
典
博
（
第
２
分
団
団
員
）

西
弘
悦
（
第
３
分
団
団
員
）

西
博
文
（
第
３
分
団
団
員
）

帆
北
裕
次
郎
（
第
５
分
団
団
員
）

中
村
健
太
郎
（
第
５
分
団
団
員
）

長
野
隆
史
（
第
７
分
団
団
員
）

恒
吉
秀
樹
（
第
９
分
団
団
員
）

寒
川
隆
視
（
第
10
分
団
団
員
）

● 

県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

功
績
章

（20
年
勤
続
）

丸
山
武
博
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

肥
後
勝
彦
（
第
９
分
団
副
分
団
長
）

岩
切
和
之
（
第
３
分
団
団
員
）

原
口
義
広
（
第
７
分
団
団
員
）

冨
永
直
也
（
第
９
分
団
団
員
）

児
玉
省
作
（
第
10
分
団
団
員
）

上
村
直
角
（
第
13
分
団
団
員
）

長
野
則
夫
（
第
14
分
団
団
員
）

新
納
正
明
（
第
14
分
団
団
員
）

精
績
章

（15
年
勤
続
）

猩
々
英
樹
（
第
５
分
団
分
団
長
）

波
多
野
達
郎
（
第
２
分
団
班
長
）

永
里
和
也
（
第
３
分
団
班
長
）

山
下
卓
也
（
第
２
分
団
団
員
）

竪
山
貴
文
（
第
２
分
団
団
員
）

池
松
宏
（
第
３
分
団
団
員
）

崎
山
秀
吉
（
第
５
分
団
団
員
）

大
久
保
忍
（
第
６
分
団
団
員
）

吉
松
義
彦
（
第
７
分
団
団
員
）

加
藤
英
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

外
西
匡
人
（
第
９
分
団
団
員
）

浦
崎
修
（
第
10
分
団
団
員
）

吉
﨑
勝
彦
（
第
11
分
団
団
員
）

宮
里
慶
幸
（
第
16
分
団
団
員
）
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あなたの地区の
・民生委員（児童委員）
・主任児童委員

　民生委員（児童委員）は、地域の身近な相

談相手です。生活上の悩みを相談したいとき、

社会福祉の制度を利用したいときなど、行政

をはじめとする各関係団体等と連絡・調整を

行い、問題解決に向けて支援します。

　　　　　大口地区
氏　名 担当地区

 上村 伊津子  東元町・下元町・稲荷町

 水溜 啓四郎
 上新町・上町・上八坂中央・
 上八坂・上八坂東・八坂団地

 中村 國次  大田・高柳

 満元 正信  高校裏・木崎・川島・神池

 向原 一信  水ノ手・千束松

 芳ケ迫 幸子  陣ノ尾・山ノ口・大道・緑ヶ丘

 馬庭 由美子
 上原田・原田・国ノ十・一の山・
 忠元・肱曲

 茶園 智子  里町・とどろ・井手原

 徳永 鉄郎  仲町・八坂町

 稲田 國博  元町実業・上元町・中元町

 森元 健次  中戸切・西戸切・東戸切・戸切

 隈元 修
 貯木場・朝日団地・朝日団地西・
 高校西・朝日団地東・朝日ヶ丘・
 青木ヶ島

 倉田 曜正  朝日町

 寺師 良一  西本町・西水流

 田之上 清美
 小水流・広岡・あたご・
 コヅルニュータウン

 仮屋 基夫
 諏訪馬場・上ノ馬場・桜ノ馬場・
 元町団地

 岩城 詠子
 新青木・上青木西・上青木東・
 上青木中・中山・多々良石 ･
 改星の里

 面髙 　光  下青木

 棚﨑 義芽  西原・永尾・西永尾・農林高通

 大冨 幹夫
 上目丸・中目丸・下目丸・
 目丸団地

 横山 稔  篠原・舟ノ川・松ノ口

 有薗 恭彰
 一ノ渡瀬・木ノ氏・上木ノ氏・
 笹野

 鬼塚 ひとみ  永野原・奈良野・白ヶ谷・鉱業所

 吉田 克彦  牛尾

 兒島 栄子  郡山・郡山団地

 新保 富子  ★★    主任児童委員

 山下 ゆかり  ★★    主任児童委員

※民生委員・児童委員は、民生委員法や児童福祉法に規定され、厚生労働

　大臣が委嘱する非常勤特別職の地方公務員の身分になります。

※任期は令和４年 12 月１日から令和７年 11 月 30 日までの３年間です。

　　菱刈地区
氏　名 　　　担当地区

 永池 春代  永池・小川添・柳野

 松﨑 カズ子  楠原・岩坪

 河野 久美子  場ノ木・西川・本城町

 德田 良和
 本城麓・本城宇都・瓜之峰・
 瓜之峰住宅

 宮元 正  青木元

 有薗 剛男
 親交今市・今市前田・比良・
 荒田上・島内

 増田 勝秋  荒田下・大峰・下荒田

 山下 正月  町舟津田上・町船津田下・荒瀬

 森岡 末利  鵜泊・湯之元

 大保 久美子  平沢津・猶原・小原松山

 田ノ上 穗積
 川北麓全・川北宇都・愛都・北俣・
 中野・滝ノ上・湯之尾新町・
 北俣団地・湯之尾団地

 橋口 得恵  築地

 嶋名 由美子  共進

 未定  五色・新川・新拓・楠本

 森 隆昇  千鳥・徳辺上

 木之下 正行  小路・下馬場・桜馬場・徳辺下

 岡留 正秋  山田・大山口・山田中原

 未定
 前目上・中・下・前目宇都・
 前目住宅・プレジール菱刈

 井尻 十三子  前目麓

 未定
 新町・停車場・麓後・
 菱刈ハイツ・成政住宅

 福山 信子  本町・下名

 廣瀬 光紘  下手全

 平瀬 久子  重留南・重留東

 未定  重留西

 上田中 美幸  花北上・花北下・薬師一部

 未定  薬師・下市山・ウッドタウン菱刈

 小山 辰生  田中上・田中中・田中下

 未定  上市山・東市山・産野

 茅原 眞理子  ★★    主任児童委員（菱刈地区全域）

 福田 十二子  ★★    主任児童委員（菱刈地区全域）
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右
記
の
民
生
委
員
（
児
童
委
員
）・
主
任
児
童
委
員

の
み
な
さ
ん
の
活
動
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣
・
鹿
児

島
県
知
事
か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

西太良地区
氏　名 　　　担当地区

 宮脇 和生  後村・城下

 宇都 栄一  曽木・諏訪・山城

 岩下 正美  中央・荻原・門前

 宮下 猛  川西・針牟田・深川

 下鶴 マサ子  土瀬戸・田原

 緒方 芳義  高野・小谷・馬場・笠松

 二之形 ミチ子  堂山・高塚

 佐土原 惠  田代・釘野々

 橋口 徳二  西方・山屋

 山下 智寿子  ★★    主任児童委員

　　　　　　　羽月地区
氏　名 担当地区

 中間 義  園田・鳥巣上・鳥巣下

 村岡 　男  冨士・松木原

 北園 和枝  大島北・大島南

 村上 史之  上ノ馬場・山之口・上ノ馬場上

 石本 もも代  並木・麓町・包ノ原

 東 道代  白木

 岩元 一郎  須原・湯ノ谷・萩谷

 河野 義勝  駅前

 奥薗 満德  堂崎・金波田

 川崎 真由美  下殿・髙津原

 坂中 小枝子  大住・下ノ木場・日ノ出

 上園 成子  宮人・八代

 長井 典子  川岩瀬・崎山東

 前田 ちづ子  崎山・馬渡

 未定  辺母木・田代

 沼口 恵子
 山神・豊原・羽山・富ヶ丘・
 勝負ヶ段

 堂園 幸代  ★★    主任児童委員

　山野地区
氏　名 　　　担当地区

 中村 ミヨ子  小木原上

 渕脇 定信  小木原東・小木原上中

 岩井 幸子  小木原中・停車場

 清水 剛吏  小木原下・春村・こっがら団地

 久保 孝人  境目・仲町・堺町

 内山 和行  本町・本山野・上松

 岩元 克頼  上之馬場

 川原 美惠子  下之馬場

 井立田 礼子  尾之上・井立田

 宮浦 一久  荒平・小川内

 永田 正美  五女木

 狩所 卓美  石井・押野々・三日月・布計

 森山 孝子  平原・渕辺・平原前

 松下 悦子  平出水中央・向江

 小原 惠一  平出水上・折小野・日東・馬鍬水流

 楠原 すみ代  ★★    主任児童委員

退任される民生委員（児童委員）の方々です。

感謝状を贈呈

　
　
　
　
　

　 
 　
　　

 　　

　
　
　
　
　

　 
 　
　　

 　　
おお疲疲れれ様様ででししたた

地区名 氏　名 厚 県

大口

 辻󠄀 茂子 ○ ○

 柿川 裕子 ○ ○

 米永 尚子 ○

 福元 孝行 ○

 隈元 悦子 ○

 東 保 ○

 田之上 良一 ○ ○

 入木田 テツ子 ○ ○

 二反田 令子 ○ ○

山野

 伊藤 重德 ○ ○

 今村 孝二 ○ ○

 三浦 數雄 ○ ○

 釜田 美秋 ○

羽月

 山之内 満男 ○ ○

 堂園 孝志 ○ ○

 田中 美智子 ○ ○

西太良
 外西 利子 ○

 久森 貴夫 ○

菱刈

 前原 洋美 ○ ○

 長野 トシ子 ○

 永吉 アツ子 ○ ○

 山下 弘 ○ ○

 武 睦子 ○ ○

 野角 ケイ子 ○ ○

 前田 アツ子 ○ ○

 德留 秀志 ○ ○

 上原 すゞ子 ○ ○

 梅ヶ谷 郁代 ○ ○
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店
街
か
ら
ま
ち
を
元
気
に
！
」

　
　
　
　

と
意
気
込
ん
で
い
る
の
は
元

町
通
り
会
の
み
な
さ
ん
。
３
年
ぶ
り
に

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
で
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ

う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
に
開
催
し
て
い
た
「
昭

和
屋
台
村
」
は
１
、
５
０
０
人
が
集
ま

る
大
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
２
０
１
９

年
10
月
を
最
後
に
休
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
の
閉
塞
感
を
感
じ
る

日
々
が
続
く
な
か
で
、「
商
店
街
の
先

輩
方
や
お
客
さ
ん
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
復

活
を
望
む
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
」

と
話
す
実
行
委
員
長
の
小
田
原
宏
さ

ん
。「
ま
ち
が
活
気
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
商
店
街
の
私
た
ち
が
頑
張
ら
な
け

れ
ば
」
と
イ
ベ
ン
ト
再
開
を
決
め
た
そ

う
で
す
。

　

今
回
の
「
元
町
通
り
会 

屋
台
横
丁
」

は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
家
族
み
ん

な
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ラ
ン
チ

「
商

や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
や
す
い
昼
間
の
時

間
帯
に
実
施
す
る
こ
と
に
。
ま
た
、
新

た
な
試
み
と
し
て
「
セ
ル
フ
Ｂ
Ｂ
Ｑ

コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
、
食
事
を
楽
し

み
つ
つ
暖
も
と
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
そ

う
で
す
。
他
に
も
多
く
の
市
内
飲
食
店

が
出
店
予
定
で
、
伊
佐
の
魅
力
が
一
堂

に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。

　

さ
ら
に
小
田
原
さ
ん
は
「
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
、
大
人
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
て
も
ら
う
」
と
い
う
使
命
感
も
抱

い
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
経
験
が
そ

の
子
の
郷
土
愛
を
育
み
、
次
世
代
の
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
に
成
長
し
て
く
れ

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
コ
ロ

ナ
禍
で
疲
弊
す
る
商
店
に
配
慮
し
協
賛

金
集
め
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回

は
小
規
模
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
こ

れ
か
ら
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ
と
飛
躍

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
！
」。

伊佐市商工会
大口本所前駐車場
イベント詳細は、市内各所
に掲示するポスター及び
SNS をご確認ください。

元町通り会

屋台横丁

復
活
！
元
町
通
り
会
屋
台
村

屋台横丁実行委員会
元町通り会

イサモリイサモリ

あっぱれ!あっぱれ! Vol.34Vol.34

11:30
▼

17:00日
2 26
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まち 話題のまち 話題の

おめでとうございます祝

　令和４年度河川愛護運動の優良団体として

県知事から表彰されました。

受賞団体（左から）

　・上木ノ氏自治会　・木ノ氏自治会

　・一ノ渡瀬自治会

　伊佐農林高校で認知症サポーター養成講座

が行われ、お笑い芸人の仮屋竹洋さん（吉本

興業所属）が講師を務めました。

　講座では、認知症と物忘れの違いや、認知

症の人との接し方などを説明。生徒たちはワ

ークショップでより具体的に、認知症との向

き合い方を学びました。

　仮屋さんは「周りの人が認知症を正しく理

解することが大切。温かく見守る姿勢を忘れ

ないで」とアドバイスしました。

県知事表彰

認知症について学ぼう！

12 15

　大口東小学校でメノモチ作りが行われました。

児童たちは五穀豊穣と無病息災を願い、紅白や緑・

黄色の鮮やかな餅を枝に飾り付けました。

　メノモチとは、小正月の伝統行事「穂垂れ引き」

の飾りのことをいいます。餅を準備した JA 北さ

つま女性部グループ 「SHARA」 の岩城詠子部長

は「これからも子どもたちに郷土料理の伝承や食

育などの活動を続けていきたい」と話しました。

色とりどりのお餅がきれいだね

１ 14

　羽月西小学校３年生の楠八重哉斗さんが市

長を訪問し、「第 63 回動物愛護の作文コン

テスト」で入賞したことを報告しました。

　楠八重さんは「夏休みに、おじさんが飼っ

ている子牛の“チビ”をお世話した体験を通

して、思ったことをそのまま作文に書きまし

た。賞をもらえてうれしかったです」と笑顔

で話しました。

子牛 “チビ” とのふれあいを綴る

１ 17

　伊佐市文化会館にて現代版組踊「鬼武蔵～

TADAMOTO 忠元」の公演が行われ、約 800

人の心を惹きつけました。

　本公演は戦国武将・新納忠元公の生涯を描

くストーリー。沖縄伝統の組踊を基に、歌・

ダンス・バンド音楽など、現代風のアレンジ

を加えた舞台で、今回が５回目。

　伊佐市の子どもたちでつくる「チームちむ

どん」による圧巻のパフォーマンスに、会場

からは大きな拍手が送られました。

忠元公の生涯を演じ切る

12 25
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まち 話題のまち 話題の

　大口元気こころ館で「第 36 回地区対抗女

子駅伝」と「第 70 回県下一周市郡対抗駅伝

競走大会」に出場する伊佐選手団結団式が開

催されました。

　選手を代表して岩切煌世さんと山脇美海さ

んが「感謝と、誇りの気持ちを持ってピンク

のたすきをつなぐ」と選手宣誓し、全力で走

り抜くことを誓いました。女子駅伝は 1 月

29 日、 県下一周駅伝は 2 月 18 ～ 22 日に

開催されます。

　沿道で応援する際は、マスク着用など感染

症対策をお願いします。

　菱刈カヌー競技場で練習するパラカヌー選

手を応援しようと、カヌー競技場に隣接する

「鶴屋旅館」がリフォーム工事を行い、選手

を受け入れています。一部県の補助金を使用

し、スロープの設置や浴室・洗面室の改修な

どバリアフリー化しました。

　小松沙季選手は「車椅子だと、ちょっとし

た段差やスペースに窮屈さを感じることがあ

ります。完全バリアフリーの宿舎は、競技に

集中できるのでとてもありがたいです。３月

末の海外派遣選手選考会に向けてしっかり練

習を頑張ります」と話しました。

　伊佐市文化会館にて、伊佐市出身の漫画家・

井上雄彦さん原作・監督の映画「THE FIRST 

SLAMDUNK」が上映され、約 800 人が鑑賞

しました。

　この特別上映会は、大口小学校創立 150

周年記念事業の一環で、実行委員会のみなさ

んのご尽力により実現しました。

　友達同士で鑑賞した大口小３年生のグルー

プは「最後のシーンは迫力があっておもしろ

かった」「チームワークの大切さを感じた」と、

映画の余韻を楽しんでいました。

最後まで全力で走り抜きます！バリアフリーで選手を応援

SLAMDUNK に熱狂

１ 14

１ 22

　平出水小学校で「人権の花」運動閉会式が

行われ、さまざまな取組に対して鹿児島地方

法務局霧島支局から感謝状が贈呈されました。

　サプライズで人権イメージキャラクターの

人ＫＥＮまもる君・人ＫＥＮあゆみちゃんが

登場し、児童たちは大喜び。

　児童代表あいさつで平出水恵大さん（６年）

は「ぼくは今年度で卒業しますが、この平出

水小学校がいつまでも差別がなく、困った人

がいたら助け合える学校であり続けてほしい

です」と話しました。

思いやりの気持ちを育む

12 16
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問い合わせ先

・・ 大口図書館

  （大口ふれあいセンター内）

 ☎ 22 －０４１７

・・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26 －３０００

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

ピースがうちにやってきた

村上　しいこ 文 / さ・え・ら書房

　サチのおかあさんは心の病気。これま

で一度もだっこしてもらったことのない

サチは、家族のなかでたくさん我慢をし

てきた。しかし、1 匹のねことの出会い

により一歩踏み出し…。

　所蔵館：両館

● 

イ
ベ
ン
ト
情
報

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日　

時　

２
月
25
日

（土
）

　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

大
口
図
書
館

内　

容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぎ
ん
な
ん
」
に

よ
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
て 

　

中
止
や
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

わたしの本棚

も
う
一
度
、

歩
き
だ
す
た
め
に

伊
集
院 

静 

著
／
講
談
社推薦者　春田 浩志 教育長

　

本
著
は
週
刊
誌
に
連
載
さ
れ
た

コ
ラ
ム
を
ま
と
め
て
発
刊
さ
れ
た

も
の
で
、
今
回
で
十
一
冊
目
と
な

る
も
の
。

　

私
そ
し
て
妻
の
両
親
は
す
で
に

他
界
し
て
い
ま
す
。
数
年
前
に
は
、

同
級
生
の
友
人
…
。

　

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
東

日
本
大
震
災
や
新
た
な
感
染
症
、

そ
し
て
大
切
な
人
と
の
別
れ
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
す
。

● 

今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

き
み
だ
け
の
夜
の
と
も
だ
ち

／
セ
ン
グ
・
ソ
ウ
ン
・
ラ
タ
ナ
ヴ
ァ
ン 

作
（
両
館
）

ふ
し
ぎ
図
書
館
と
や
っ
か
い
な
相
棒

／
廣
嶋 

玲
子 

作
（
両
館
）

光
る
マ
ウ
ス
が
未
来
を
変
え
る

	

／
森
川 
成
美 

作
（
両
館
）

【一
般
】

継
ぐ
者　
　
　

 

／
上
田 

秀
人 
著
（
両
館
）

う
さ
ぎ
玉
ほ
ろ
ほ
ろ　

／
西
條 

奈
加 

著
（
両
館
）

娘
が
理
解
で
き
ま
せ
ん

	

／
岩
井 

俊
憲 

著
（
大
口
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
刊
案
内
で
掲
載
以
外
の

　

本
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
菱
刈
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

　

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

図 書 館 情 報

菱刈図書館臨時休館

　蔵書点検のため、 菱刈図

書館は２月 13 日 （月） ～

18 日（土）は臨時休館です。

クリスマス親子ふれあい

映画会＆おはなし会

イベントの様子イベントの様子



　

お
口
の
中
や
入
れ
歯
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
な
ど
は
口
の
健
康
だ
け
で
な
く
、

認
知
症
や
糖
尿
病
・
動
脈
硬
化
・
心
疾

患
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
に
相
談
し
、

適
切
な
口
腔
ケ
ア
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

●
伊
佐
市
歯
科
医
師
会
窓
口

　

（
坂
口
歯
科
医
院
）　

☎
㉒
６
６
８
５
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

　

12
月
13
日
、「
高
齢
者
の
歯
科
対
応

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
伊
佐
市
歯

科
医
師
会
会
長
の
坂
口
歯
科
医
院
院
長 

坂
口
浩
一
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館
に
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
医
療
・
介
護
従
事
者
の
ほ
か

一
般
の
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

「
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」「
診
療
連
携
シ

ス
テ
ム
（
訪
問
歯
科
）」
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

問い合わせ先　長寿介護課高齢者支援係　☎２３－１３１１　　　２１７３

駐
車
場
で
の

交
通
事
故
が

多
発
！

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

２
月
の
対
象
活
動

○
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
、
校

　

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
高
齢
者
元
気
度

　

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

伊
佐
湧
水
警
察
署
管
内
（
伊
佐
市
及

び
湧
水
町
）
に
お
け
る
昨
年
の
交
通
事

故
発
生
件
数
は
、人
身
事
故
が
50
件（
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
20
件
）、
物
件
事
故
が

６
４
５
件
（
前
年
比
プ
ラ
ス
52
件
）
で

し
た
。

　

人
身
事
故
に
つ
い
て
は
前
年
に
比
べ

て
減
っ
て
い
る
も
の
の
、
２
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
２
人
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
前
方
不

注
視
、
安
全
不
確
認
な
ど
の
単
純
な
確

認
不
足
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
後
退
中

が
多
い
で
す
。
な
か
で
も
物
件
事
故
の

約
４
割
が
商
業
施
設
等
の
駐
車
場
内
ま

た
は
駐
車
場
か
ら
道
路
に
出
る
際
の
事

故
で
し
た
。

 

・・
駐
車
枠
に
入
れ
る
際

 

・・
駐
車
枠
か
ら
発
進
す
る
際

 

・・
駐
車
場
か
ら
道
路
に
出
る
際

事
故
が
発
生
し
や
す
い
ケ
ー
ス

　

駐
車
場
内
で
の
人
身
事
故
は
３
件
で

し
た
。
駐
車
場
と
い
え
ど
も
、
車
や
人

が
四
方
八
方
か
ら
行
き
来
し
ま
す
の
で
、

道
路
と
同
じ
よ
う
に
緊
張
感
を
も
っ
て

運
転
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場

内
で
は
速
度
が
遅
く
、
大
き
な
事
故
に

な
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ひ
と
た
び
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
ケ

ガ
に
対
す
る
治
療
費
や
車
の
修
理
費
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
不
利
益
を
被
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
と
安
全
確
認
を
行
い
、
事

故
の
な
い
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

内線

ＰＰ
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問い合わせ先　こども課こども健康係　☎２３－１３１１　　 １２１４

健康
コーナーコーナー

か
つ
て
は
、
予
防
的
に
特
定
の
食
物
を

除
去
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
こ
れ
ら

は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
積
極
的
に
湿
疹
を
治
療
す
る

こ
と
、
離
乳
食
や
特
定
の
食
物
を
遅
ら

せ
た
り
制
限
せ
ず
に
食
べ
て
い
く
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
（
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
と
診
断
さ
れ
た
ら
「
正
し
い
診
断

に
基
づ
い
た
必
要
最
小
限
の
原
因
食
物

の
除
去
」
を
行
い
ま
す
）。

参考：公益財団法人 日本アレルギー協会　　母子保健事業で取り組むアレルギー疾患の発症予防・重症化予防

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
小
児
か
ら
大

人
ま
で
幅
広
い
世
代
で
み
ら
れ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
で
す
が
、
小
児
、
特
に
乳

児
（
1
歳
以
下
）
に
多
く
、
お
お
よ
そ

10
人
に
1
人
が
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
患
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
理
由
は
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、

食
生
活
の
変
化
と
共
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー

を
起
こ
し
や
す
い
食
物
を
よ
く
食
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
原
因
食
物

　

前
回
調
査
（
平
成
29
年
度
）
の
上
位

３
品
目
は
、
卵
、
牛
乳
、
小
麦
で
し
た
が
、

令
和
３
年
度
調
査
で
は
、
木
の
実
類
が

小
麦
を
抜
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
木

の
実
類
で
は
「
ク
ル
ミ
」
が
最
も
多
く
、

ペ
ー
ス
ト
状
に
す
る
こ
と
で
、
幼
児
の

摂
取
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
魚
卵

の
「
イ
ク
ラ
」
も
増
加
し
て
お
り
、
高

級
食
材
で
あ
っ
た
頃
と
比
べ
、
最
近
は

手
軽
に
幼
児
期
か
ら
食
べ
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
と
昔
で
こ
ん
な
に
違
う
!?

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
考
え
方

　

こ
の
10
～
20
年
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

の
考
え
方
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　　　湿疹や炎症が起きた皮膚

　　　から、部屋のホコリに混

じった食物の粒子が侵入し、食

物アレルギーをひき起こします。

生後早期から保湿剤によるスキ

ンケアを行い、湿疹があるとき

は積極的に治療し、炎症を抑え

て、早期に皮膚のバリアを修復

しましょう。

　　　離乳食の開始を遅らせたり、特定の食物を食べ始め

　　　る時期を遅らせても、発症を予防できるという科学

的根拠はありません。生後５～６か月になったら離乳食を

開始し、自己判断で食物の制限をするのはやめましょう。

　　　妊娠中や授乳中のお母さんが卵や牛乳など特定の食

　　　物を除去することで、生まれてくる赤ちゃんへの発

症を防ぐという科学的根拠はありません。むしろ極端な食

物の除去や制限は、お母さんや赤ちゃんの栄養障害を引き

起こす危険性があります。

食物アレルギーの発症予防のポイント

内線

乳幼児の食物アレルギー

と発症予防

～ 毎年 2月 17日～ 23日はアレルギー週間です ～

湿疹が悪いままだと
睡眠障害、疲れやすい
などこころとからだの
発達に影響する

かゆみと掻破（掻くこ
と）の悪循環は湿疹を
さらに悪化させて
長期化させる

本人だけではなく
家族の負担も増えて
QOL（生活の質）
が低下する

赤ちゃんの湿疹は
（特に生後4か月まで）
食物アレルギー発症の
最大のリスク

皮膚表面の
ダメージ

炎症が
起こるかゆみ

掻破

『経皮感作』という考え方

炎症が起きた皮膚から、食べ物などが体内
に入り込むと、アレルギー性の細胞が活発
になりIgE抗体がつくられる。

皮膚炎が
悪化

湿疹の治療を開始する
までの期間が長いほど
食物アレルゲンの

経皮感作が起こりやすい

赤ちゃんの湿疹はそのうち治るだろうと放っておかずに、なるべく早くに積極的に
治療しましょう。それにより食物アレルギーの発症を抑える可能性が報告されており、
また湿疹を放っておくことでさまざまな影響があることがわかってきました。できて
しまった湿疹は放っておかずに、離乳食を始める前までに適切な強さのステロイド軟
膏を使ってすみやかに治しましょう。

赤赤ちちゃゃんんのの湿湿疹疹をを放放っってておおかかなないいでで

そうは

そうは

鶏卵
33.4％

牛乳
18.6％

木の実類
13.5％

小麦　8.8％

落花生　6.1％

魚卵　5.2％

果実類　3.5％

ソバ　1.1％

令
和
３
年
度
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
連
す
る
食
品
表
示
に
関
す
る

調
査
研
究
事
業
報
告
書

大豆　1.3％

魚類　1.6％

甲殻類　3.3％ その他
3.7％

全年齢原因食物

PointPoint

１１

PointPoint

２２

PointPoint

３３

最新の

掻
そ う は

破
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いしだ
もえいしだ
もえ

「工芸ものづくり部」 インスタグラム開設３年にして５００名近く
フォローいただき大変感謝です！引き続き発信していきます！

工房を旧大口南中から古民家へ移転いたしました！

　

１
月
５
日
か
ら
着
任
い
た
し
ま

し
た
、
田
中
久
美
子
で
す
。
出
身

は
秋
田
県
能
代
市
、
現
在
公
開
中

の
映
画SLAMDUNK

に
登
場
す
る

山
王
工
業
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

「
能
代
工
業
」
の
あ
る
街
が
私
の

ふ
る
さ
と
で
す
。

　

東
京
の
物
流
会
社
で
長
年
経
理

職
に
就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
趣

味
の
サ
ウ
ナ
ブ
ロ
グ
が
き
っ
か
け

で
フ
リ
ー
ラ
ン
スweb

ラ
イ
タ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
大
口
青
木
に
あ
る

義
母
の
実
家
を
借
り
て
の
新
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
我
が
家

の
お
庭
に
は
優
し
い
お
顔
の
「
た

の
か
ん
さ
あ
」
が
お
ら
れ
ま
す
。

個
人
宅
に
あ
る
こ
と
は
珍
し
い
そ

う
で
、
毎
朝
や
さ
し
い
笑
顔
に
元

気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

１
月
７
日
、「
大
口
東
校
区
再

生
会
」
の
鬼
火
焚
き
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
月
明
り
と
炎
が
照
ら
す

山
々
、
無
数
の
星
の
よ
う
に
宙
に

舞
う
火
の
粉
。
こ
ん
な
に
美
し
い

風
景
が
あ
っ
た
の
か
と
、
た
だ
た

だ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
隊
で
は
12
月
に
着
任
さ
れ

た
坂
元
さ
ん
と
同
じ
く
、
情
報
発

信
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

２月４日 （土）、 ５日 （日） は人形劇を行います！
詳細は広報いさ１月 15 日号の挟み込みチラシにて！

昨年末は 「いさあつめ」 や 「大農林館祭り」 に参加。
年始はメノモチ作りから、 改めて地域行事の魅力に触れています。

12 月に鬼火焚きを 9 つ巡り撮影しました。
鬼火焚きそれぞれに特色があり素敵でした！

　

参
加
者
の
方
が
自
分
な
ら
で
は

の
「
物
」
を
楽
し
く
生
み
出
す
風

景
を
直
に
見
て
、
自
分
が
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
な
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

た
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

大
変
好
評
で
し
た
の
で
、
今
後
は

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
ご
依
頼
を
引

き
受
け
る
他
に
、
地
域
の
み
な
さ

ま
が
自
ら
の
手
で
作
品
を
作
る
機

会
も
設
け
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

（
石
田　

萌
）

お子さんのイラストを
使った作品。どこにも販
売していないオリジナル
のマルシェバッグです！

西　上

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
田
で
す
。
協

力
隊
に
着
任
し
て
1
年
半
が
過
ぎ
、

自
治
体
が
発
行
す
る
広
報
物
の
課

題
、
地
域
で
暮
ら
す
み
な
さ
ま
の

ご
要
望
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
で
解
決

で
き
そ
う
な
案
件
が
具
体
的
に
掴

め
て
き
ま
し
た
。
正
直
私
1
人
で

は
手
が
回
ら
な
い
量
で
す
が
、
み

な
さ
ま
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
地

道
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

先
日
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
「
シ
ル
ク
ス

ク
リ
ー
ン
」
と
い
う
印
刷
技
法
を

使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を

作
っ
て
み
よ
う
！
と
い
う
講
座
で

す
。
メ
ッ
シ
ュ
生
地
の
版
か
ら
イ

ン
ク
を
押
し
出
し
て
、
布
や
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
に
印
刷
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
！

（
田
中　

久
美
子
）

田　畑

坂　元

清　永

NewNew
FaceFace

新メンバーを新メンバーを

ご紹介します。ご紹介します。

佐　野
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大会期間：2023年10月7日（土）～17日（火）

伊佐市開催競技：カヌースプリント競技
開催期間：令和5年 10月 13日（金）～16日（月）
開催場所：伊佐市菱刈カヌー競技場（川内川）

　令和４年 12 月 24 日～ 26 日、 菱刈カヌー競技場で九

州カヌー冬季合同合宿が行われ、小学生から社会人まで

19 チーム ・ 193 人の選手及び関係者が参加しました。東

京オリンピック選手などを講師として招いたことで、世界

レベルの漕ぎ方を体感することができました。

　今回参加したみなさんが、かごしま国体でご活躍される

ことを期待します。

九州カヌー冬季合同合宿

　　

あと
（令和５年２月１日現在）

日

伊佐市開催競技　  応援伊佐市開催競技　  応援 伊佐市開催競技伊佐市開催競技  を 応援 応援 しよう！

大口ふれあいセンター

３階多目的ホール10時～15時日
2 19

● 事前に電話予約いただけるとスムーズに対応できます（予約なしでも可）。

申込・問い合わせ先

環境政策課　☎２２－１０６０

住宅の
利活用

　建替・改修
　リフォーム、用途変更、

　建築相談（耐震診断・耐震改修）や補助制度

　売却・賃貸
　不動産取引、不動産査定、空き家バンク、

　居住支援、住宅診断

　そのまま（維持管理） 　空き家の維持管理、空き家管理代行サービス

　解体 　解体方法や費用、解体の補助制度、滅失登記

財産相続

　財産相続 　相続財産、相続人調査、相続登記、家族信託など

　成年後見 　成年後見制度、任意後見制度等

　境界・不動産登記
　所有権の移転記等、贈与を原因に所有権の移転

　登記、抵当権の抹消登記

終活
　遺品整理・片付け 　片付けの方法

　寄付・無償譲渡等 　寄付の方法

補助制度等

伊佐市の補助制度等

住 ま い の 相 談 会

会場日時

伊佐市

相談内容
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☎
２
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―

１
３
１
１
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よくあるご質問に対してお答えします。
今後のごみの出し方の参考にしてください。

ごみの減量化・再利用にご協力をお願いします。

ご質問があれば、環境政策課　☎２２－１０６０ へお問い合わせください。

「プラマーク」がついた食品・商品の

容器・包装に使われていたプラスチッ

クが対象 となります。プラスチック

製品であってもプラスチック製のおも

ちゃ、洗面器、ポリバケツ、タッパー、

めがねケース、コンタクト保管容器な

どは燃えるごみ（透明袋）で出してく

ださい。

プラスチック製容器専用（青袋）の分

別が難しいです。

ペットボトルの空き容器はつぶして良

いのですか。

人力により、軽くつぶす程度 はかま

いません。以前機械等で圧縮したもの

が廃棄された際に「つぶさないでくだ

さい」との広報を行いましたが、機械

等での密圧縮されたものは再利用する

際の圧縮処理ができない

ことから避けて欲しい、

との趣旨でした。

Ａ１ Ａ４

Ａ５

Ａ６

Ａ２

Ａ３

家庭でのバーベキュー等で出た焼却灰

は、少量に分けて可燃物 (透明袋 )で

出してください。

バーベキュー等の灰はどのように処分

すれば良いですか。
Ｑ１ Ｑ４

Ｑ５

Ｑ６

Ｑ２

Ｑ３

ごみの出し方Ｑ＆Ａ

Information

掃除機や炊飯器はどのように処分すれ

ば良いですか。

有害ごみにつきましては 年に３回の

収集 となっています。蛍光灯・乾電

池・その他の電池との表示をしていま

すが、家電製品の 充電式のバッテリー

も外して有害ごみ に出してください。

搬入・運搬・処理時の火災予防につな

がります。

充電式のバッテリーはどのように処分

すれば良いですか。

家電リサイクル法対象商品以外の家庭

用電化製品は、不燃物（赤袋）に入る

製品であれば袋に入れて収集日に出し

てください。入らないサイズの物はご

自分で処分場（大口地区：大口リサイ

クルプラザ、菱刈地区：未来館）へ持

ち込むか一般廃棄物収集運搬業者へ委

託してください。

カセットボンベの空き缶の処理はどう

のようにすれば良いですか。

中のガスをすべて使い切ってから不燃

物（赤袋）で出してください。もし缶

の中身を使い終わらない場合は缶と赤

袋の外にガムテープ等で

「中身（ガス）入り」と

記入 してください。

危険ですので穴を開

けたりせずに捨てて

ください。

燃える

専用コンテナ
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猫
は
一
年
に
20
匹
子
ど
も
を
産
み
ま
す
。
エ
サ
や
ト
イ
レ
の
管
理
が
で
き
な
い
場
合
、

近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
ケ
ー
ス
が
多
く
住
民
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
保
護
す
る

の
で
あ
れ
ば
し
っ
か
り
と
不
妊
去
勢
手
術
や
エ
サ
、
ト
イ
レ
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ふ
や
さ
な
い
の
も
愛
」（
平
成
26
年
３
月
）
よ
り

迷
い
込
ん
だ
子
猫

・・大口保健所　☎２３－５１０６

・・環境政策課　☎２２－１０６０

※どうぶつ基金については環境政策課へ

伊佐市でも地域猫が誕生伊佐市でも地域猫が誕生

２月は猫の適正飼育月間

Information

地域猫に関する

問い合わせ先　令和４年６月条例制定後、公益財団法人どうぶつ基金を

活用して地域猫が 146 匹誕生しました。伊佐市内でも「地

域猫活動を行う団体」や、お手伝いをするボランティア団

体等も増えてきています。かわいそうという思いだけでは

なく、適正に管理して保護することが何よりも大事なこと

です。



お
知
ら
せ

［
ワ
イ
ド
版

］

伊
佐
市
役
所
代
表
電
話

☎
２
３
―

１
３
１
１
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マイナポイントの申込対象となる

マイナンバーカードの申請は 　月末日まで！

Information

問い合わせ先　市民課市民係（大口庁舎）　 　　１１５７

地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）　　　２１２１

内線

内線

２月の日曜窓口

２

２月の窓口延長

7 日 ・ 14 日

21 日 ・ 28 日

開設時間　17 時 15 分～ 19 時

12 日 ・ 26 日
開設時間　　9 時～ 12 時

　　  13 時～ 16 時

※電話での予約をお願いします

マイナポイントを申込み予定の人は、
マイナンバーカードの申請をお忘れなく。

平成 28 年の制度開始時点にマイナンバーカードを
作られた人もマイナポイントの申請ができます。

マイナンバーカードの申請は、市役所の

窓口のほかに、郵送やパソコン、スマート

フォンを使った方法などがあります。お勤

め先やご自宅への出張申請も引き続き行っ

ていますのでご相談ください。

市役所の窓口では、

マイナンバーカードの

申請だけでなく、

マイナポイント申請の

お手伝いもして

います。

ご自宅での受け取り ( 書留送付 ) をご希望の人は、 次のものをお持ちください。

・・ 本人確認書類 （写真付きの場合は１点、 写真付きでない場合は２点）

・・ 個人番号通知カード （お手元にない場合はその旨お申し出ください）

2 月 2 日 ・ 9 日 ・ 16 日 ・ 23 日

時　間　14 時～ 16 時

※ 23 日の祝日も実施します。

お買い物ついでに申請できます！

スーパーセンター　　　　　　　（大口店）ニシムタニシムタ

毎週
木曜日

毎週
火曜日
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　伊佐湧水消防組合では、自動車（高規

格救急車・水槽付消防ポンプ車 ) の売却

処分に伴い、一般競争入札を実施します。

入札を希望する人は、次の事項に注意し

参加してください。

公有財産売却一般競争入札

Information

■入札参加要件

次の各号に該当する人は、入札に参加できません。

⑴地方自治法施行令 167 条の 4 第 1 項または第 2 項

各号に該当すると認められる人

⑵入札日に満 20 歳未満の人

⑶市・町民税の滞納がある人

■入札物件の公開

入札物件の公開（下見会）を次のとおり行います。

公開日に入札物件を確認されなくても入札に参加でき

ますが、入札物件に関するすべての事項を了承されて

いるものとみなします。

日　　時　2 月 10 日 （金） 10 時～ 12 時

場　　所　伊佐湧水消防組合消防本部庁舎前

■入札参加申込

入札参加希望者は、公有財産売却一般競争入札参加

申込書（以下「申込書」という）を提出してください。

■入札参加申込受付期間

受付期間　2 月 10 日 （金） 10 時～ 15 日 （水） 12 時

※郵送の場合は、15 日消印有効。

■入札の期間・方法

入札期間　2 月 10 日 （金） ～ 17 日 （金） 12 時必着

入札方法

　入札書に必要事項を記入の上、郵送または持参して

ください。なお、郵送の場合は封筒に『入札書在中』

の旨を記載してください。

※申込・入札書は消防本部か組合ホームページ（htt

p://isayusui119.ec-net.jp/）からダウンロードし

てください。

■入札の注意事項

⑴入札は所定の様式を使用し、記名押印してく

ださい。

⑵入札書記載金額は消費税を抜いた金額を記載

してください（契約は消費税込の金額）。

⑶自動車リサイクル料金は、契約金額（入札額）

に加算するものとします。

⑷入札書の記載事項に不備があるもの、金額を

訂正したものは入札を無効とします。書き損

じた場合は、新たな用紙に書きなおしてくだ

さい（訂正印による訂正は無効）。

■入札の無効

次の各号のいずれかに該当する入札は無効に

なります。

⑴入札参加資格のない人が行った入札

⑵予定価格（最低落札価格）に達しない入札

⑶同一物件の入札について２回以上行った入札

⑷その他入札に関する条件に違反した入札

■落　　札　落札者のみ通知します

■入札保証金　免除

■代金納入　指定口座振込み、または車両引渡

し時に現金一括納入

■そ の 他

⑴伊佐湧水消防組合は売買物件について瑕疵担

保責任を負いません。

⑵落札者が物件情報詳細ページなどの記載内容

と実地に符号しない事項が売買物件にあるこ

とを発見しても、それを理由として契約の締

結を拒んだり、落札の無効を主張したり、売

買代金の減額を請求することはできません。

⑶売却物件の輸送等は落札者で手配して費用負

担してください。

⑷再登録にかかる費用等は、すべて落札者負担

です。

提出・問い合わせ先

〒 895-2505　伊佐市大口目丸 132 番地の 1

伊佐湧水消防組合消防本部総務課管理係

☎２２－０１２０

物　件 １  2
車　名 トヨタ 三菱

型　式 ＴＣ－ＶＣＨ３８Ｓ ＫＫ－ＦＫ６１ＨＧ

種別・用途 普通特種 普通特種

車体形状 救急車 消防車

初年度登録年月 平成１6 年３月 平成１4 年２月

走行距離（km） 256,336 65,786

総排気量（L） 3.37 8.20

自動車
リサイクル料金

12,790 円 9,310 円

最低落札価格 10,000 円 10,000 円

備　考

  ※走行距離はＲ４.12.1 現在
※車両は一時抹消登録済み ： ナンバーなし
※赤色灯、 サイレン、 無線機、 消防き章は

 取り外してあります
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伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

広告

市
で
は
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
利
便

性
・
効
率
性
が
高
く
、
か
つ
継
続
性
の
あ

る
公
共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、
市

民
の
み
な
さ
ま
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願

い
し
、
公
共
交
通
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、

公
安
委
員
会
、利
用
者
等
で
構
成
す
る「
伊

佐
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」
に

て
協
議
を
重
ね
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
・
再
生
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
の
「
伊
佐
市
地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
策
定
中
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
当
計
画
（
案
）
に
対

す
る
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

閲
覧
期
間

※
閉
庁
日
を
除
く

２
月
１
日
（
水
）
～
３
月
３
日
（
金
）

閲
覧
場
所

▽
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

▽
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
ま
ご
し
館

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
提
出
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

い
る
人

○
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は
法

人
○
計
画
（
案
）
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
意

見
を
記
入
し
、
３
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

郵
送
（
当
日
必
着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
メ
ー

ル
（
当
日
の
17
時
15
分
ま
で
に
送
信
さ
れ

た
も
の
）
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
所
、
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
所
在
地
、

団
体
名
）
等
の
連
絡
先
は
必
ず
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
記
載
し
て
い
な
い
場
合

は
、
意
見
と
し
て
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表
予
定

提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
内
容

を
簡
単
に
ま
と
め
当
協
議
会
の
考
え
方
を

付
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
予
定

で
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
２
８
４
５
番
地
２

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

伊
佐
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

（
地
域
振
興
課
地
域
資
源
活
用
係
内
）

☎
㉙
４
１
１
３
・

㉒
９
４
２
０

shinkou@city.isa.lg.jp

お
知
ら
せ

　

ご
自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で

保
管
す
る
制
度
で
す
。
大
切
な
遺
言
書
の

紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
で
き
ま
す
の
で
、

ご
自
身
の
財
産
を
ご
家
族
へ
確
実
に
託
す

方
法
の
一
つ
と
し
て
自
筆
証
書
遺
言
を
検

討
さ
れ
る
場
合
は
、
本
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
事
前
予
約
及
び
手
数
料
が
必
要
）。

遺
言
者
が
希
望
す
れ
ば
、
遺
言
者
の
死
後
、

あ
ら
か
じ
め
遺
言
者
が
指
定
し
た
人
に
対

し
て
、
遺
言
書
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
相
続
人
な
ど
は
全
国
に
あ
る
法

務
局
の
遺
言
書
保
管
所
で
、
遺
言
書
の
内

容
の
証
明
書
の
請
求
や
、
遺
言
書
の
閲
覧

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

ま
た
は
お
近
く
の

法
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
―
４
５
―
０
０
６
４

預
け
て
安
心

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

あなたの
大切な遺言書を
守ります

広告
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Informastion

広告

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

子
ど
も
と
若
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

再造林の再造林の必要性必要性伐ったら、
植えよう！

スギやヒノキなどの人工林を伐採した

跡地に苗木の植栽を行うことです。

① 造林補助事業（公共事業）

 標準経費の 72％、 68％または 36％

 の補助

② 未来につなぐ森林づくり推進事業

 （みんなの森づくり県民税関係事業）

　 苗木等の資材代に対する

　 経費等の定額補助

再造林に対する助成制度なぜ、再造林が必要なのか

　　人工林の伐採跡地を放置すると、土

　　砂流出防止等の機能が低下する恐れ

　　があります。

　　将来にわたり、木材を安定的に供給

　　することができます。

　　再造林することで、地球温暖化防止

　　などの森林の有する公益的機能の維

　　持・増進に貢献できます。

問い合わせ先　姶良・伊佐地域振興局林務水産課　☎０９９５－６３－８１５９

林務課林政係　　　２１３５内線

　

「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
不
登
校
、
ひ
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
相
談

に
対
応
し
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
助
言
や

専
門
機
関
・
団
体
等
の

紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま

な
い
で
、
ま
ず
は
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

相
談
受
付
・
時
間

・・
面
接
相
談　

火
～
日
曜
日

10
時
～
17
時

　

場
所　

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
番
８
号

（
県
青
少
年
会
館
２
階
）

※
必
ず
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

・・
電
話
相
談

火
～
日
曜
日

10
時
～
17
時

※
受
付
は
16
時
30
分
ま
で

・・
メ
ー
ル
相
談

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
相
談
専
用
フ
ォ
ー

ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
９
―
２
５
７
―
８
２
３
０

広告

福祉用具の展示はじめました

伊佐市大口堂崎527-2（旧坂元医院）

再 造 林 とは
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伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

広告

十
曽
青
少
年
旅
行
村
の
指
定
管
理
者

募
集

市
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
十
曽
青
少

年
旅
行
村
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

（
第
一
期
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ

募

集

勤
務
内
容　

農
産
物
加
工
の
指
導
・
助
言

勤
務
日
数

月
13
日

※
繁
忙
期
等
は
日
数
の
調
整
あ
り

勤
務
時
間

８
時
30
分
～
17
時

報

酬

１
日
あ
た
り
６
、
９
０
０
円

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
期
末
手
当
・

通
勤
手
当
あ
り

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

〇
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
人

○
農
産
物
加
工
技
術
の
習
得
に
関
心
の
あ

る
人

〇
衛
生
面
の
注
意
事
項
を
守
れ
る
人

応
募
方
法

２
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
直
筆
の
履
歴

書
を
農
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
４
７

伊
佐
市
大
口
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

の
こ
と
に
伴
い
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
観
光
特
産
Ｐ
Ｒ
係

☎
㉙
４
１
１
３

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日

時

２
月
18
日

（土
）

11
時
～
16
時

※
事
前
予
約
制
・
入
場
無
料

場

所

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―
４
―
２

対

象

一
般
及
び
高
校
生

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://www.uce.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３
―
３
８
１
８
―
３
８
７
０

税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
事
業
者
は
、
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

定

員

各
日
30
人

※
事
前
予
約
制
で
、
開
催
日
の
７
日
前
の

17
時
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
定
員

に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

※
今
後
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等

の
急
激
な
拡
大
に
よ
っ
て
、
開
催
を
中

止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
に
関
す
る
詳

し
い
情
報
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

消
費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
説
明
会

　

（https://www.nta.go.jp

）
内
の
熊

　

本
国
税
局
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

加
治
木
税
務
署
法
人
課
税
部
門　

☎
０
９
９
５
―
６
２
―
４
９
２
０

開催日

２月   15 日（水）、21 日（火）、22 日（水）

３月

  1 日 （水）、 2 日 （木）、 8 日 （水）、

  9 日 （木）、 16 日（木）、22 日（水）、

  23 日 （木）、 28 日（火）、

  29 日（水）、30 日（木）

 時　間　14 時～ 15 時 30 分

 場　所　姶良市商工会加治木支所２階会議室

（姶良市加治木町諏訪町 185-1）

内
線
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 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

１月活動１月活動 ○ 大口東小学校区

毎月

日は
13

（
12
月
１
日
～
12
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

祝
迫

き
み
子

73
（
朝
日
町
）

緒
方

修
一

63
（
多
々
良
石
）

面
髙

文
男

85
（
奈
良
野
）

小
園

三
千
夫

83
（
牛
尾
）

下
牛
尾

マ
イ

90
（
牛
尾
）

新
内

ヤ
ス
子

94
（
戸
切
）

周
防
原

敏
實

87
（
西
戸
切
）

瀨
崎

喜
代

98
（
国
ノ
十
）

竹
之
内

イ
ヅ
ミ

92
（
上
木
ノ
氏
）

津
江

佑

92
（
高
柳
）

寺
下

京
子

82
（
郡
山
）

長
尾

覺

91
（
一
ノ
渡
瀬
）

丸
山

シ
ヅ
子

89
（
陣
之
尾
）

山
本

富
榮

75
（
牛
尾
）

山
野
地
区

朝
日

昭
弘

91
（
渕
辺
）

白
坂

保
子

83
（
尾
之
上
）

髙
田

テ
ル
子

91
（
馬
鍬
水
流
）

堀
下

末
夫

87
（
石
井
）

羽
月
地
区

岡
下

榮
子

83
（
麓
町
）

清
水

是

78
（
並
木
）

立
本

則
利

79
（
白
木
）

前
田

節
子

93
（
下
殿
）

※
11
月
受
付
分

下
笠

忍

90
（
駅
前
）

西
太
良
地
区

大
堀

久
美
子

83
（
後
村
）

園
田

秋
男

96
（
後
村
）

二
之
形

清
一

66
（
馬
場
）

菱
刈
地
区

大
山

一
義

75
（
田
中
上
）

本
村

ト
ミ
子

95
（
下
手
風
呂
元
）

南
永
・
本
城
地
区

久
木
山

東
洋

80
（
青
木
元
）

永
池

優
誠

64
（
小
川
添
）

向
井

七
郎

85
（
比
良
）

（
12
月
１
日
～
12
月
23
日
受
付
分
）

上
下

湊み
な
と士

（
恵
史
朗
・
莉
穂
／
肱
曲
）

迫　

祈の

あ空
（
壮
一
朗
・
宇
宙
未
／
駅
前
）

　

野　

孝こ
う

た太
（
秀
和
・
智
美
／
元
町
実
業
）

山
下　

愛あ

い維
（
雄
一
郎
・
祐
子
／
朝
日
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

　11 月 16 日、 企業版ふるさと納税（寄附）

をしていただいた株式会社田代設計工房（写

真左）に感謝状を贈呈しました。いただいた

寄附は、「子育て支援事業」に活用させてい

ただきます。

企業版ふるさと納税で

本市を応援

株式会社田代設計工房に感謝状を贈呈

広告
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編
集
後
記

◆

人口のうごき

R ５. １. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

◆

総人口 23,966 人 （－  70）

男 1 1,233 人 （－  35）

女 12,733 人 （－  35）

世帯数 12,840 世帯 （－  37）

広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.3

4
1
　
2

0
2

3
.0

2
.0

1

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
  Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city .isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

今
月
の
表
紙
は
「
二
十
歳
の
つ
ど

い
」。
参
加
者
に
話
を
伺
う
と
、「
感

謝
の
気
持
ち
」「
大
人
の
自
覚
」
を

持
つ
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

進
学
・
就
職
で
市
外
に
出
ら
れ
た
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
！
そ
し
て
、
時
々
ふ

る
さ
と
・
伊
佐
も
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
ね
（
笑
）

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
た

い
も
の
で
す
。

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp
投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

年
末
年
始
、
娘
家
族
５
人
が
帰
省
。
１
月
９
日
に
コ

イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
へ
行
き
ま
し
た
。
先
客
の
方
に
ご
挨

拶
を
し
て
洗
濯
物
を
入
れ
、
時
間
を
見
て
取
り
に
行
っ

た
ら
、
さ
き
ほ
ど
の
方
に
再
会
。
す
る
と
、「
お
疲
れ

様
で
す
。
お
先
に
失
礼
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
ご
挨
拶
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
も
思
わ
ず
「
あ
り
が
と
う
」

と
言
い
ま
し
た
。
爽
や
か
な
出
会
い
に
、
久
し
ぶ
り
に

感
謝
・
感
動
・
感
激
を
味
わ
い
ま
し
た
。
良
い
年
に
な

り
そ
う
で
す
？　
　

（
大
口　

古
希
の
ば
あ
ば　

70
代
）

　

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
ち
ょ
っ

と
し
た
挨
拶
が
、
人
の
心
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
し
て
く
れ
ま

す
ね
！

　

映
画
「
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
」
を
公
開
日
に
観
て
き
ま
し

た
！
汗
握
る
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
没
入
感
が
あ
り
、
ｗ
杯
で
ド

イ
ツ
・
ス
ペ
イ
ン
を
打
ち
破
っ
た
日
本
代
表
を
観
て
い

る
よ
う
な
興
奮
と
感
動
が
あ
り
ま
し
た
！

　

井
上
雄
彦
さ
ん
が
伊
佐
市
出
身
と
い
う
こ
と
が
と
て

も
誇
ら
し
い
で
す
。「
井
上
先
生
…
バ
ガ
ボ
ン
ド
も
読

み
た
い
で
す
」。　
　
　
　

伊
佐
の
リ
ョ
ー
タ
（
30
代
）

　

〝
聖
地
〟
伊
佐
市
で
も
、特
別
上
映
会
が
あ
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
、
貴
重
な
機
会
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

  つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

炭火屋  麒麟（2014年創業）
住　：大口上町 2-1　　   ：29-4848問

ふるさと納税
返礼品

昼は弁当屋、夜は焼肉
屋として営業しています。
看板メニューの「から揚
げ」は出水鶏を使用。ニ
ンニクの利いた特製ダレ
がしみ込んだ鶏肉は、食
欲がとまらなくなるおい

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえご投
稿ください。たくさんのお便りお待ちしています！当選発表
は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

№ 27

　１名様

唐
揚
げ
（
冷
凍
パ
ッ
ク
）

唐
揚
げ
（
冷
凍
パ
ッ
ク
）

５
０
０
ｇ

５
０
０
ｇ

しさです。また、自家製味噌ベースの「もつ鍋」には、
和牛モツを使用。テールスープの深い味わいが口の中
に広がるまさに絶品です。
　「地産地消にこだわり、手作りのおいしさをお届け
しています」と話す永田誠二さん。
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